








要約 1978 年 6 月から 1984 年 3 月までの間に、札幌市でクレチン症のマススクリーニン

グをうけ精査対象となり北大病院小児科を受診し、5 年以上経過した症例全ての予後を知

る目的で、追跡調査をおこなった。この間に精査をうけた乳児は 94 症例であり、この時点

での最終診断は、クレチン症 14 例、中枢性クレチン症 1 例、一過性甲状腺機能低下症 11

例、一過性高 TSH 血症 1例、バセドウ病母体からの児 7例、異常なしとして経過観察を中

止したもの 60 例であった。この 60 例全例に再受診を求めたところ、24例が受診し、7例

については親より現況につき報告を得た。異常なしとした症例中の4例および一過性高TSH

血症の 1例、一過性甲状腺機能低下症の 1例、合わせて 6例の血清 TSH値が、今回再受診

時、当科の正常上限を超え、うち 5例が TRH 負荷試験にて TSHの過剰反応を示した。現在

これら 5例の病態お'よび治療の必要性につき検討中である。中でも、治療を中止していた

一過性甲状腺機能低下症の 1例は、著明な甲状腺機能低下状態にあり、精査の結果有機化

障害があることが判明した。この点も含め、今までの最終判定方法およびフォローアップ

体制の再検討が必要であると考えられた。 


